カタログプロジェクト企画書

イントロダクション

企画名

　　カタログ（勝った記録→勝ったログ→カタログ）

直面している問題点

　　ゲームの勝敗の合計がわからず揉め事が起きる。

背景・現状

その問題の背景や重要性

　　研究室で仕事の合間にゲームをする。長期間やっていると勝敗の合計がはっきりしなく、揉め事の原因となってしまう。それをはっきりさせることで研究室全体の雰囲気が良くなる可能性がある。

この企画を提出した目的

　　力関係を明確にすることにより、この手の揉め事を少なくすること。

計画（スタッフ・予算）

必要な資源（人、カネ）

　　製作者：３名

　　被験者：数名

　　予算：０円

企画実現の方法、手段

　　まず、ゲームをしている当事者たちへのインタビューを行う。次に記録に必要な要素を書き出した「記録表（紙バージョン）」を作成し、実際に使ってもらう。そして余計なものを省いていき、最低限の要素に絞った段階でアプリ製作に入る。何度もテストを繰り返し完成品へと仕上げていく。

計画（スケジュール）

開始時期と納期

計画（構想・ロマン）

企画の成否を判断する基準

　　実際に長期間使ってもらえるかどうか。また、揉め事がなくなるかどうか。

この企画の特徴

　　ターゲットが非常に明確であること。

予想される成果

　　先輩方が仲良くなる。そして研究会がより良いものになる。

